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はじめに 

ストレージ・ニーズの増加によって、データ保護がさらに複雑になっています。Oracle ZFS Storage 

Applianceのストレージベースのリモート・レプリケーション機能は、ローカル・バックアップに加

えて本番データのオフサイト・コピーを必要としているビジネスに対し、単純で効果的かつ自動化

されたソリューションを提供します。プライマリ・データのレプリカをリモート・サイトに保持す

ることで、従来のオフライン・バックアップ・アーキテクチャよりもディザスタ・リカバリ時間が

大幅に短縮されます。 

 

データのローカル・コピーをリモート・サイトにレプリケートして保護することを検討しているシ

ステム・プランナーを支援するため、このホワイト・ペーパーでは、Oracle ZFS Storage Appliance

を使用したリモート・レプリケーションを計画および実行する際の考慮事項について説明します。

これらの情報は、オフサイトのデータ保護を簡素化することを検討しているシステム・プランナー

を特に対象としています。 

 

このホワイト・ペーパーでは、次のトピックについて説明します。 

 

 Oracle ZFS Storage Applianceのリモート・レプリケーション機能の概要 

 リモート・レプリケーションを導入する際の実装ガイドライン 

 アプリケーション固有の実装ガイドライン 

 アーキテクチャ例 

 リモート・レプリケーションの利点 

 リモート・レプリケーションに関する考慮事項 

 

このホワイト・ペーパーで説明している機能の中には、Oracle ZFS Storage Applianceの2013/2015

リリースで導入され、これよりも前のリリースでは使用できないものがあることに注意してくださ

い。 

 

注：Sun ZFS Storage Appliance、Sun ZFS Storage 7000、およびZFS Storage Applianceはすべて、

同じOracle ZFS Storage Appliance製品ファミリのことを指しています。引用しているドキュメン

トや画面のコードの中には、従来の命名規則を使用しているものがあります。  
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Oracle ZFS Storage Applianceレプリケーションの概要 

Oracle ZFS Storage Applianceでは、ソース・アプライアンスから任意の数のターゲット・アプラ

イアンスに対して、または同じアプライアンスの異なるプールに対して、スナップショットベース

でプロジェクトおよび共有をレプリケートできます。以下のユースケースでは、レプリケーション

機能を、手動、スケジュール、または連続で実行できます。 

 ディザスタ・リカバリ：レプリケーションを使用してOracle ZFS Storage Applianceをミ

ラー化すると、ディザスタ・リカバリに対応できます。プライマリ・アプライアンス（ま

たはデータセンター全体）のサービスに影響する障害が発生した場合、管理者はディザス

タ・リカバリ・サイトでサービスをアクティブ化します。これにより、もっとも最近にレ

プリケートされたデータを使用して、ディザスタ・リカバリ・サイトによって処理が引き

継がれます。プライマリ・サイトがリストアされると、ディザスタ・リカバリ・サイトに

よってサービスが実行されている間に変更されたデータをプライマリ・サイトにマイグ

レーションし、通常のサービスをリストアできます。障害が発生する前に、このようなシ

ナリオを十分にテストできます 

 データ分散：ターゲット・アプライアンスのクライアントが通常はソース・アプライアン

スに直接アクセスできない場合や、そのような設定ではレイテンシが非常に長くなる場合

に、レプリケーションを使用して世界中のリモート・システムにデータ（仮想マシンのイ

メージやメディアなど）を分散できます。このスキームを使用して、ローカル・キャッシュ

で読み込み専用データ（ドキュメントなど）のレイテンシを短縮している例もあります 

 ディスク間(D2D)バックアップ：テープ・バックアップが現実的ではない環境で、レプリケー

ションをバックアップ・ソリューションとして使用できます。テープ・バックアップが現

実的ではない場合の例として、利用可能な帯域幅が不十分な場合や、リカバリのレイテン

シが長すぎる場合があります 

 データ・マイグレーション：ハードウェアのアップグレードやストレージのリバランスを

行う場合、レプリケーションを使用してOracle ZFS Storage Appliance間でデータや構成

をマイグレーションしたり、同じOracle ZFS Storage Appliance内の異なるプールにデー

タ・マイグレーションしたりできます。この目的にシャドウ・マイグレーションも使用で

きます 

レプリケーション機能には、以下の重要なプロパティがあります。 

 スナップショットベース：レプリケーション・サブシステムにより、各更新処理の一環と

してスナップショットが作成され、完全更新の場合は、プロジェクト・コンテンツ全体が

スナップショットに送信されます。増分更新の場合は、同じアクションでの最後のレプリ

ケーション・スナップショット以降に生じた変更のみ送信されます 

 ブロック・レベル：各更新処理はファイル・システムに対してブロック・レベルで実行さ

れ、該当するファイル・システム・データとメタデータがターゲットに送信されます 

 非同期：レプリケーションでは、スナップショットを作成して送信するため、データは送信

開始前に必ず、安定したストレージに確定されている必要があります。連続レプリケーショ

ンでは、ファイル・システムの変更は連続ストリームで効率的に送信されますが、NASクライ

アントとSANクライアントに関しては非同期となります 
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 メタデータを含む：基盤となるレプリケーション・ストリームによって、共有画面で構成

した多くのプロパティを含め、ユーザー・データとZFSメタデータの両方がシリアライズさ

れます。最初のレプリケーション更新が完了した後で、ターゲット上でこれらのプロパティ

を変更できるため（レプリケーション接続が行われるまで、適用されない変更もあります）、

たとえば、ソースとは異なるさまざまなホストで、NFS経由での共有が可能です。詳しくは、

『 Oracle ZFS Storage Appliance 管 理 ガ イ ド 』

（  https://docs.oracle.com/cd/E55843_01/html/E54238/index.html ） の Service 章 の

Remote Replication項を参照してください 

 セキュア：Oracle ZFS Storage Applianceで使用されているレプリケーション制御プロト

コルは、Secure Sockets Layer（SSL）で保護されています。データもSSLで保護できます

（オプション）。Oracle ZFS Storage Applianceと別のOracle ZFS Storage Applianceとの

間でレプリケートを実行するため、最初に手動認証プロセスを行う必要があります。詳し

くは、管理ガイドを参照してください 

 プロトコル非依存：Oracle ZFS Storage Applianceは、ファイル・ベース（CIFSおよびNFS）

とブロック・ベース（FCおよびiSCSI LUN）の両方のストレージ・ボリュームをサポートし

ています。レプリケーション・メカニズムはプロトコルに依存しません 

 レプリケーション・データ・ストリームの動的圧縮レベルと適応型マルチスレッディング：

レプリケーション・ストリーム内のデータはソース・ノードで圧縮されるため、ソースか

らターゲットへのデータ・スループットが向上します。これは特に、距離とネットワーク

帯域幅がデータ・スループットを制約する要因になっている場合に有効です。圧縮率と圧

縮スレッド数は、ソースでのCPU使用率とソースとターゲットのOracle ZFS Storage 

Appliance間で使用できるネットワークI/Oスループットに応じて動的に調整されます 

レプリケートされるプロジェクトをホストしているサイトはソースと呼ばれ、受信側はターゲット

と呼ばれます。管理者は、ソース・アプライアンスにレプリケーション・アクションを定義する必

要があります。アクションは、レプリケーションの主要な管理制御ポイントです。ターゲットがレ

プリケートされたデータは、パッケージと呼ばれます。 

レプリケーションをOracle ZFS Storage Applianceシステム間で1対1、1対多、または多対1のいず

れかで構成できます。同様に、プロジェクトに複数のアクションを追加できます。その場合、多数

のプロジェクトを多数のターゲットに同時にレプリケートできます。レプリケーションは、すべて

のOracle ZFS Storageプラットフォーム間でサポートされています。また、異なるストレージ・プ

ロファイル間でレプリケートできます。 

1つのOracle ZFS Storageノードを、レプリケートされるプロジェクトのソースとターゲットの両方

として機能させることが可能です。 

たとえば、ノード1にプロジェクト1、プロジェクト2、プロジェクト3の3つのプロジェクトが含まれ

ているとします。ノード2にプロジェクト1とプロジェクト2の2つのプロジェクトが含まれていると

します。ノード1がノード2にプロジェクト1をレプリケートし、ノード2がノード1にプロジェクト2

をレプリケートします。このシナリオでは、各ノードにもう一方のノードのプロジェクトのコピー

が保持されます。また、ノード1がノード1自体にプロジェクト3をレプリケートすることも可能です。

この設定を使用して、プロジェクトを別のプールにマイグレーションしたり、重複排除されたプー

ルから重複排除されていないプールにデータをコピーしたりできます。 

これらのレプリケーション手順について、詳しくは管理ガイドを参照してください。 

このホワイト・ペーパーで、レプリケーション更新は、明示的なスナップショットが実行されてか

らターゲットへのデータ・ストリーミングが実行される、処理のサイクルのことを指します。 
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レプリケーション・モード 

Oracle ZFS Storage Applianceのリモート・レプリケーションでは、新しい環境や複雑なレガシー・

アプリケーションをサポートする場合に管理者が柔軟に対処できるよう、3つの異なるレプリケー

ション・モードをサポートしています。 

 オンデマンドモード：ユーザーが任意の時点でレプリケーションを手動でトリガーします 

 スケジュールモード：レプリケーションは、事前定義のスケジュールに従って自動実行さ

れます。スケジュールは、30分、1時間、1日、1週間、1か月ごとで定義できます 

 連続モード：レプリケーション・プロセスは連続的に自動実行されます。レプリケーショ

ン更新が完了するとすぐに、後続の更新が開始されます。これにより、変更はできるだけ

早く送信されます 

レプリケーション間の時間間隔が異なることを除き、レプリケーション・プロセスは各モードで同

じです。レプリケーション・モードを別のレプリケーション・モードにいつでも変更できるため、

変化するさまざまなビジネス要件に対応できます。 

以下の図は、レプリケーションの概念についての概要を示しています。Oracle ZFS Storage Appliance

システムは、ソースとターゲットの両方として使用されています。3つのタイプの共有（NFS、CIFS、

ブロック・ベースのボリューム（LUN））が含まれたプロジェクトがレプリケートされます。t1の時点

で完全なレプリケーションが実行されてから、t2の時点でt1とt2の間の変更のみレプリケートされま

す。 

 

図1：レプリケーション・プロセスの概要 

 

ターゲット・サイトのレプリカの使用 

レプリケートされたパッケージがターゲット・サイトに少なくとも1つ正常に送信されたら、このパッ
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ケージをフェイルオーバー、テスト、バックアップ、およびレポートを目的として使用できます。 

Oracle ZFS Storage Applianceでは、ターゲットのレプリカをさまざまな方法で使用できます。 

 読み込み専用アクセス：読み込み専用の目的で、エクスポート・オプションを使用してク

ライアントから共有をマウントできます 

 レプリカのクローニング/エクスポート：ターゲット別のビジネス・プロセス用に、レプリ

カから新しい書き込み可能なプロジェクトを作成します 

 リンクの切断：レプリケーション接続を切断して、レプリケーション・パッケージを書き

込み可能なローカル・プロジェクトに変換します 

 ロール・リバーサル（リバース・レプリケーション）：リンクを切断（上記を参照）し、

元のソースへのレプリケーションを確立します。この操作により、ソース・サイトとター

ゲット・サイトのロールが反転します 

 

障害が発生してソース・サイトが完全に停止した場合に、ターゲット・サイトのレプリカを本番処理

に昇格できます。また、レプリカをエクスポートしたクローンからスナップショットを作成できるた

め、不慣れな状況でシステム管理者が急いで作業したために間違いが生じても、システムを保護でき

ます。 

 

インテリジェント・レプリケーション圧縮 

リモート・レプリケーション・ソリューションで非常に重要になる要素は、元のデータと生成され

たコピー間のタイム・ラグです。これはリカバリ・ポイント目標（RPO）を達成するための重要な要

素です。RPOメトリックは、障害発生後にデータ・サービスを回復するために使用できる、整合性の

取れた最後のデータ・コピーの時点を定義します。RPO値が低いほど、障害後のデータ損失は少なく

なります。RPOに影響を与える要素は多数あります。 

 レプリケート対象となるデータセットのサイズと変更率（ROC） 

 ターゲット・サイトに変更を送信する頻度 

 レプリケーション・データ・リンクの使用可能帯域幅とレイテンシ 

レプリケーション・リンクの使用可能帯域幅は最初の2つの要素に影響を与えます。使用可能な帯域

幅が増えると、データセットのROCに処理が追いつき、スナップショット内に取り込まれた変更の送

信頻度を上げることができます。その結果として、低いRPOを達成できます。多くの場合、ソース・

サイトとターゲット・サイト間のレプリケーション・リンクの帯域幅は、ネットワーク・プロバイ

ダから調達するリンクの物理特性によって決まります。 

レプリケーション・データ・ストリームをソース側で圧縮することで、事実上のレプリケーション・

スループットを物理リンクの帯域幅能力以上に上げることができます。しかし、ストレージ・サブ

システム内に圧縮機能を内蔵すると、サブシステム内のその他のストレージ・サービスのパフォー

マンスが低下するおそれがあります。このため、システム管理者には、ストレージ・サブシステム

への全体的なパフォーマンスの影響を最小限に抑えるように、各種のストレージ・サブシステム・

リソースを管理するという余分な負担がかかります。 

Oracle ZFS Storage Applianceのインテリジェント・レプリケーション圧縮（IRC）機能は、アプリ

ケーションのシステム負荷とレプリケーション・ネットワーク・パフォーマンスに基づいて、圧縮

レベルと同時レプリケーション・スレッド数を動的に調整するアルゴリズムを使用しています。 

動的な圧縮選択アルゴリズムによって、GZIPとLZJBのどちらを使用するかが選択されます。GZIPは

より高い圧縮率を実現しますが、LZJBタイプの圧縮よりも多くのCPUリソースを必要とします。この
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選択アルゴリズムは、使用可能なCPUリソースとレプリケーション・リンク速度を選択基準として使

用して、GZIP圧縮またはLZJB圧縮の使用を動的に切り換えます。GZIPを使用する場合、データ・バッ

ファを圧縮して、1Gbpsネットワークに対応する速度を実現できます。ネットワーク・リンクが高速

である場合は、LZJBの方が効率的であることが分かっています。 

適応型マルチスレッディング・アルゴリズムを使用すると、レプリケーション・ネットワークの帯

域幅を全面的に活用するために十分な数のパラレル・スレッドがレプリケーション・ストリームに

提供されます。使用可能なレプリケーション帯域幅が低下すると、レプリケーション・ストリーム

内のスレッド数も削減されます。このアルゴリズムは優れており、異なるネットワークにまたがる

複数のレプリケーション・ストリームにも対応できます。 

 

レプリケーション・スレッドは共通プールを介して共有されているため、あるネットワーク上のレ

プリケーション・ストリームで帯域幅が低下した場合、帯域幅の高いネットワーク接続経由で実行

されるレプリケーション・ストリームにスレッドが移行されます。 

次のグラフでは、圧縮の使用によるレプリケーション・スループットへのメリットをネットワーク・

スループットと比較して示しています。グラフには圧縮オプションを無効にした場合も示していま

す。測定には、30GBのデータセットと3倍の圧縮率を使用しました。 

 

 

図2. 非圧縮、圧縮、ネットワーク・スループットでのレプリケーション・スループットの比較（MB/秒） 

 

レプリケーションの監視 

レプリケーション・アクションを作成して関連するレプリケーションをスケジュールすると、レプ

リケーションの進行状況を監視できます。進行状況はBUIのレプリケーション・ルールの下に表示さ

れ、レプリケートされたデータの割合、レプリケーションのスループット、および完了までの推定

残り時間が表示されます。Oracle ZFS StorageのCLIでも同じ情報を確認できます。 

 
図3.レプリケーション進行状況の監視 

 

分析ワークシート・ウィンドウのActionsに表示される特定のレプリケーション分析統計を使用して、
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レプリケーションのパフォーマンスを詳しく調べることができます。 

 
図4.レプリケーション分析ワークシートのアクション 

 

各アクションを方向、処理のタイプ、ピア、プール名、プロジェクト、またはデータセット別に分

類できます。 

 

図5.レプリケーション分析ワークシートの例 

 

レプリケーションの監査 

レプリケーション・アクションは監査ログに記録されるため、すべてのアクションおよびアクショ

ンに対する変更を追跡できます。 

図6.レプリケーション監査ログのメッセージ 
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実装に関する一般的なガイドライン 

以下に、Oracle ZFS Storage環境でリモート・アプリケーション機能を適用する管理者向けの、一

般的なガイドラインと考慮事項を示します。 

 

レプリケーション・モードの構成 

Oracle ZFS Storageシステムの管理者は、レプリケーション・モードを連続、スケジュール、オン

デマンドから選択し、いつでも構成または変更できます。また、複数のレプリケーション・アクショ

ンを使用する場合、同じターゲットに異なるレプリケーション・モードを構成できます。 

最適な構成の選択は、特定の環境の技術要件および運用要件によって異なります。レプリケーショ

ン・モードに関して、管理者は以下のことを考慮する必要があります。 

 リカバリ・ポイント目標（RPO） 

 リカバリ時間目標（RTO） 

 ソース・サイトとターゲット・サイト間で利用可能な帯域幅 

RPOとRTOが数分未満であるなど、技術要件と運用要件に基づいてリモート・サイトのデータをほぼ

リアルタイムで保護する必要がある場合、プロジェクトに連続レプリケーションを選択するのが適

切です。この場合、ソースのデータセットの更新は、ネットワークに応じてできるだけ早くターゲッ

ト・サイトに送信されます。 

Oracle ZFS Storage Applianceでは、ネットワーク・レイテンシのために本番処理の速度が低下す

ることがないように、ソースとターゲット間に非同期通信を使用しています。このテクノロジーで

は、ソース・サイトの停止後に、ソースの更新がターゲット・サイトに適用されることが保証され

ません。ただし、ターゲット・サイトのプロジェクト・イメージについて、最後のデータ転送が完

了した時点で書き込み順序に一貫性があることが保証されます。 

レプリケーションに利用可能なネットワーク帯域幅が連続レプリケーションに十分でない場合や、

RPOとRTOが長くなることが技術要件と運用要件で許容される場合は、スケジュール・レプリケーショ

ンを代わりに使用すると、利用可能なリソースを最大限に活用できます。スケジュール・レプリケー

ションでは、Oracle ZFS Storage Applianceによって、ソース・プロジェクトのポイント・イン・

タイム・イメージ（スナップショット）がリモート・サイトに定期的にレプリケートされます。そ

のため、ネットワーク・トラフィックが低減されるとともに、プライマリ・データセットの一貫性

のあるタイムリーなコピーを保持できます。 

オンデマンド・レプリケーションは、レプリケーションを実行する前にデータを特定の状態にする

必要があるアプリケーション向けに設計されています。たとえば、データベースの停止スクリプト

や一時停止スクリプトにオンデマンド・レプリケーション更新をトリガーする呼出しを統合して、

データベースが停止されるたびにコールド・データベースや一時停止中のデータベースのレプリカ

を作成できます。Oracle ZFS Storage Applianceコマンドライン・インタフェース（CLI）の自動化

されたスクリプト言語を使用して、アプリケーション・プロセス・スタック内の任意の場所からオ

ンデマンド・レプリケーション更新をトリガーできます。  
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レプリケーション・ネットワークの設定 

Oracle ZFS Storage Applianceで十分なネットワーク・ポートを使用できる場合、レプリケーショ

ン・トラフィック専用のポートを設定することが合理的です。ターゲットIPに対するレプリケーショ

ン・データが、Oracle ZFS Storage Appliance上で特定のポートを使用するようにするため、レプ

リケーション・ソースのインタフェースを介して、ターゲットIPアドレスへの一定の静的ルートを

32ビットで追加します。ルーティング・テーブルにエントリを追加したら、ターゲットIPのレプリ

ケーション・ルールを設定します。この場合も、Analyticsを使用すれば、レプリケーション・デー

タ・トラフィックがソースのOracle ZFS Storage Appliance上にある目的のインタフェースを使用

していることを確認できます。 

言うまでもなく、レプリケーション・ロール・リバーサルの実行時にターゲット・ノードでもリバー

ス・レプリケーション・トラフィック専用のネットワーク・ポートを使用するように、ターゲット

のOracle ZFS Storage Applianceで同じ設定を繰り返す必要があります。 

 

ターゲット・ノードの初回シーディングの実行 

リモート・レプリケーション構成を設定するときに、2つの場所間で利用可能な帯域幅が限られてい

る場合、データセットの初回レプリケーションに長い時間がかかる可能性があります。この問題に

対処するために、ソースとターゲットのOracle ZFS Storage Appliance製品を隣同士に配置して、

初回レプリケーションの同期を実行することができます。データが同期されたら、リモート・サイ

ト向けのシステムを目的の場所に送付できます。このOracle ZFS Storage Applianceがネットワー

クに接続されたら、ソースのOracle ZFS Storage Applianceで新しいターゲットのIPアドレスを変

更できます。 

もう1つは、レプリケーション・アクションの作成時にオフライン・レプリケーション機能を使う方

法です。この方法を使う場合、初期のレプリケーション・データ・ストリームは、使用可能なロー

カル・システムからNFS共有上に格納されます。 

 
図7.エクスポートによるNFS共有への初期レプリケーション・シーディング 

 

エクスポート・レプリケーション・アクションが完了すると、NFS共有のあるシステムをリモート・

サイトに移動するか、またはレプリケーション・データをNFS共有から持ち運び可能なメディア（テー

プ、DVDなど）にコピーすることができます。レプリケーション・アクションの設定時に、初期のレ

プリケーション・データ・ストリームがローカル・システムのNFS共有（下図のImport Data Pathに

パスを表示）上に保存されます。初期のレプリケーション・アクションの一部として、ソース・ア
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プライアンス・ノードからターゲット・アプライアンス・ノードへと、共有/プロジェクトのレプリ

ケーション・アクション設定が通知されています。次に、セカンダリ・サイトのノードで、'Import 

update from external media'オプションを使用して、輸送した外部レプリケーション・データセッ

トのコピーを含むシステムから、NFS経由でこのデータセットをインポートします。 

 
図8.NFS共有からのレプリケーション・セットのインポート 

 

インテリジェント・レプリケーション圧縮機能の使用 

インテリジェント・レプリケーション圧縮（IRC）機能はデフォルトで有効化されています。IRC機

能とレプリケーション・アクションが含まれるファームウェア・レベルにOracle ZFS Storage 

Applianceをアップグレードすると、ファームウェア・アップグレード・プロセスの一部として、レ

プリケーション・アクションのIRC機能が有効化されます。 

通常、どのようなレプリケーション・アクションに対してもIRC機能を無効化する必要はありません。

ただし、以下の例外ケースに対してはIRC機能の使用を推奨しません。 

 レプリケーションに使用するソース・データセットが圧縮不可能である 

 アプライアンスのCPUリソースの多くが、アプライアンス上のその他のリソースによってす

でに使用されている 

 レプリケーション・ネットワークが非常に高速でレプリケーション専用であるため、使用

するネットワーク帯域幅を節約する必要がない 

 圧縮を実行するWANアクセラレータがレプリケーション・リンクですでに使用されている 

WANアクセラレータを使用する場合、Oracle ZFS Storage ApplianceでSSLを有効化しない

ように注意してください。アプライアンスでSSLを有効化するとWANアクセラレータのレプ

リケーション・スループットが大幅に低下します。 

Oracle ZFS Storage Applianceで圧縮機能を使用すると、圧縮されたデータに対してSSL暗号

化が実行されるため、レプリケーション・スループットが向上するというメリットがありま

す。 

20から30のレプリケーション・アクションをパラレル実行する場合、（ソースとターゲットの両方

の）システムのCPUリソース使用率を注意深く監視する必要があります。CPU使用率が90%を超えたら、

原因がスケジュールの重複であっても、パラレル実行されているレプリケーション・アクションの

数であっても、既存のレプリケーション・アクションとパラレル実行される可能性があるレプリケー

ション・アクションを追加することは推奨しません。同時に実行するレプリケーション・アクショ

ン（スレッド）の数は30以下に抑える必要があります。 

 

プロジェクト・レベルと共有レベルのレプリケーションの比較 

リモート・レプリケーションはプロジェクト・レベルと個々の共有レベルの両方で実行できます。

多数の理由から、プロジェクト・レベルの共有レプリケーションを推奨します。 
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 データ整合性 - プロジェクト・レプリケーション・アクションを使用してレプリケートす

る場合、プロジェクトは、プロジェクト内のすべての共有に対するデータ整合性グループ

として機能します。データ・トランザクションが複数の共有を使用しており、これらのト

ランザクションに対する共有間の整合性を保証する必要がある場合、これは非常に重要で

す 

 スナップショット数とディスク領域オーバーヘッドの制限 - レプリケーション・スナップ

ショットは常にプロジェクト・レベルに対して取得されます。レプリケーション共有が個

別に作成されると、作成されるスナップショットの数が増える可能性が高いため、プール

上の消費容量が増える結果となります 

 リバース・レプリケーション - レプリケーションが逆方向であり、共有が個別にレプリ

ケートされる場合、共有が固有のプロジェクトに配置されるため、元のプロジェクトが断

片化され、共有とプロジェクトのプロパティ継承関係が失われます 

 

ソフトウェア・リリース・バージョンが異なるノード間のレプリケーション 

ほとんどのOracle ZFS Storage Applianceソフトウェア・リリース間でレプリケーションには互換

性があります。互換性の問題が起きるのは、異なるリリースがサポートするZFSプール機能間に互換

性がなく、ソフトウェア・アップグレード後に遅延更新機能を実行することで、これらの機能がノー

ドに適用されている場合です。互換性と遅延更新機能について、詳しくはMy Oracle Support

（https://my.oracle.support）で『Oracle ZFS Storage Appliance Remote Replication Compatibility』

（Doc ID 1958039.1）を参照してください。 

 

暗号化された共有のレプリケーション 

ソース・ノードとターゲット・ノードの両方のソフトウェアが、Oracle ZFS Storage Appliance暗号化

機能に対応している必要があります。また、暗号化されたプロジェクトまたは共有に対してレプリケー

ション・アクションを開始する前に、両方のノードで暗号化キーストアを設定しておく必要があります。

Oracle Key Managerを使用する場合は、両ノードが同じOracle Key Managerサーバーを指しており、同

じラッピング・キーが設定されていなければなりません。ローカル・キーストアを使用する場合、両ノー

ドで同じラッピング・キー名を使用する必要があります。そうでない場合、レプリケーション障害アラー

トがアプライアンスのログ・システム（Oracle ZFS Storage ApplianceのMaintenance→LOGS）に表示さ

れます。 

ターゲット（リモート）サイトでの使用 

ターゲット・サイトのレプリカには、最後のレプリケーション・トランザクションが完了した時点

でソース・サイトにあった、すべての情報が含まれます。このレプリカを、ソースが停止した場合

に元のソースの代わりとして直接使用したり、レプリカのクローンを、バックアップ、テスト、分

析などの他のビジネス・プロセスに使用したりできます。 

 

読み込み専用コピーのアクセス 

レプリケートされたパッケージをマウントして、クライアントからの読み込み専用ソースとして使

用できます。レプリケートされたプロジェクトにエクスポート・オプションを設定すると、プロジェ

クトとその共有をクライアントからマウントできるようになります。このモードはデータベース・

アクセスには適していませんが、データをバックアップや他の読み込み専用の目的に使用できます。 

 

https://my.oracle.support/
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ロール・リバーサル（本番サイトのフェイルオーバー） 

プライマリ・サイトに障害が発生した場合やプライマリ・サイトでメンテナンス操作を実行している間、

クライアント・アプリケーションをターゲット・サイトにフェイルオーバーできます。ターゲットはこ

のモードで"本番"サイトになります。プライマリ・サイトが再度本番サイトになるときに、フェイルオー

バー後に変更されたデータのみプライマリ・サイトにレプリケートされます。元のプライマリ・サイト

が再度本番サイトになるように設定されている場合、新しいターゲットでロール・リバーサル操作が実

行されます。この操作が開始される前に、レプリケーションを一時停止または停止することを強く推奨

します。これは、データベースのフェイルオーバー操作とフェイルバック操作時にもっとも優先される

操作です。 

 

テスト、バックアップ、レポート 

レプリケートされたパッケージに読み込み/書き込み目的でアクセスするために、パッケージはク

ローニングされます。この処理では基本的に、受信したプロジェクトをクローニングします。レプ

リケーション・ターゲットのクローンをテスト、レポート、およびその他のタイプのビジネス・プ

ロセスに使用できます。 

レプリケーション・ターゲットをクローニングすると、プライマリ・データセットまたはクローン・

データセットの更新が行われた場合のみクローンの領域割当てが実行されるため、ストレージ・リ

ソースが効率的に使用されます。これらのさまざまなアプリケーションで同じデータセットのコ

ピーにアクセスする必要がある場合、クローンを再クローニングし、これらの複数のアプリケーショ

ンに展開できます。 

また、同じレプリカから多数のクローンを作成することもできます。この場合、L2ARCの読み込みに

最適化されたフラッシュ・デバイスには、元のデータセットとデータセットの更新のみ含まれたディ

スク上のイメージのコピーが保存されるため、領域使用率が向上します。 

データセットに行われた更新がわずかな場合、読み込みに最適化されたフラッシュ・デバイスのパ

フォーマンスを複数のテスト・アプリケーションで利用でき、読み込みに最適化されたフラッシュ・

ストレージを大量に使用せずに済みます。これにより、レプリケーション・リソースを使用して付加

価値の高いビジネス機能を実行する、パフォーマンスと費用対効果に優れたソリューションを実現で

きます。 

複数のクローンのセットアップ 

ターゲット・サイトでは、さまざまな時点でパッケージから複数のクローンを作成できます。レプリ

カを最後に受け取った時点でのポイント・イン・タイム・データが含まれた、クローン・プロジェク

トclone-t1がt1の時点で作成されます。t1後に、レプリカはレプリケーション更新によってリフレッ

シュされます。t2の時点で、同じレプリカから別のクローン・プロジェクトのclone-t2が作成されま

す。 

同様に、任意の数のクローンをターゲットに作成できます。クローン・プロジェクトが更新に使用

されない場合、ターゲットでこのセットアップに使用される追加領域は、メタデータに使用される

最小限の容量のみになります。この複数のクローンのセットアップは、さまざまな目的でターゲッ

ト・サイトに保持する必要があるポイント・イン・タイム・イメージが少数である場合に役立ちま

す。 

 

バックアップの管理 

プライマリ・サイトのリソースがバックアップを実行するには十分でない場合や使用できない場合、

レプリケーション・ターゲットで代わりのソリューションを利用できます。Network Data Management 

Protocol（NDMP）のバックアップを使用し、読み込み専用マウントを使ってNFS共有とCIFS共有をバッ

クアップできます。また、任意のバックアップ・アプリケーションを使用し、Oracle ZFS Storage 
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Applianceシステムでサポートされているプロトコルを使ってデータをバックアップすることも可

能です。 

 

NDMPを使用したバックアップ 

Oracle ZFS Storage Applianceシステムで、CIFS共有とNFS共有に対してローカル、リモート、およ

びThree-WayのNDMPバックアップを実行できます。いずれのバックアップでも、プロジェクトを読み

込み専用としてエクスポートすることで、バックアップを実行します。 

ローカルの完全バックアップを実行するには、テープ・ストレージ・デバイスをOracle ZFS Storage 

Applianceシステムに接続します。テープ・デバイスをOracle ZFS Storage Applianceシステムに接続す

る代わりにメディア・サーバーに接続している場合は、ネットワーク経由でリモート・バックアップが

実行されます。バックアップ対象のデータは、ネットワーク経由でメディア・サーバーに転送されます。 

Three-Wayバックアップを実行するには、テープ・デバイスにアクセスできる代替のOracle ZFS Storage 

Applianceシステムに対してリモート・バックアップを実行します。 

ローカルのNDMPバックアップは、ネットワーク経由でデータが転送されないため、もっとも効率的なバッ

クアップ・モードとなっています。他のモードでは、ネットワーク経由でデータを転送する必要がある

ため、アーキテクチャの設計時に帯域幅要件を考慮する必要があります。読み込み専用マウントを使用

して、レプリケートされた共有に対して完全バックアップと増分バックアップの両方を実行できます。 

 

アプリケーション固有の実装ガイドライン 

このセクションでは、前のセクションで説明した一般的なガイドラインについて補足します。この

セクションで説明している原則を他のアプリケーションに適用できるのは、アプリケーションの動

作が、説明しているアプリケーションの動作と同様である場合です。 

データベース 

データベース・レプリケーションは、次の3つのアーキテクチャのいずれかで実行されます。 

 完全なデータベース・レプリケーション 

 部分的なデータベース・レプリケーション 

 ログのみのレプリケーション 

完全なデータベース・レプリケーションでは、データベースに関連付けられたすべてのファイルが

同じプロジェクトに配置され、そのプロジェクトがレプリケートされます。この方法では、成功し

た最後のレプリケーションの時点で書き込み順序に一貫性のある、データベース・イメージを取得

できます。完全なデータベース・レプリケーションでは通常、リカバリ時間が最短になり、障害後

のプロセスがもっとも簡単になります。 

データベースの一部のコンポーネントのみがディザスタ・リカバリ（DR）処理に使用となる場合、

部分的なデータベース・レプリケーションをセットアップできます。部分的なデータベース・レプ

リケーションでは、データベースは複数のプロジェクトに分割されます。最初のプロジェクトには

DR処理に必要となるすべてのデータベース・ファイルが含まれ、他のプロジェクトにはDR処理に必

要とならないファイルが含まれます。たとえば、障害後に一時データや読み込み専用データを再構

築できるため、そのデータをレプリケートする必要はありません。 

ログのみのレプリケーションを実行するには、データベースのログ・ストリームのみレプリケート

し、以前に送信されたデータベース・コピーにログ・ストリームを適用します。この方法では、ネッ

トワーク・リソースがもっとも効率的に使用されますが、通常、リカバリ時間が長くなり、リカバ

リ・プロセスが複雑になります。 
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完全なデータベース・レプリケーション 

データベース・レプリケーションのもっとも簡単な実装方法は、完全なデータベース・レプリケー

ションです。この方法では、データベースのすべてのファイルが同じプロジェクトに保存され、プ

ロジェクト全体がソースからターゲットにレプリケートされます。プロジェクト全体で書き込み順

序が維持されるため、リモート・サイトのリカバリは、データベース・サーバーの電源障害後に使

用される従来のクラッシュ・リカバリ手法を使って実行されます。レプリケーション・データがリ

モート・サイトに作成されていない場合、クラッシュがわずかに早く発生したかのようにデータベー

スが起動されます。 

完全なデータベース・レプリケーションでは、環境を最適化するように、データベース・ファイル

をプロジェクト内の複数の共有に分散できます。実用的なデータベース環境には、次のような共有

が含まれます。 

 REDOログ：オンラインREDOログと制御ファイルを保存する、レコード・サイズ128KBの共有 

 データファイル：データベース・データファイルを保存する、データベース・ブロック・

サイズと一致するレコード・サイズで構成された共有 

 インデックス：データベース・インデックス・ファイルを保存する、インデックス・ブロッ

ク・サイズと一致するレコード・サイズで構成された共有 

 Temp(一時)：データベース・ソート領域ページ・サイズと一致するレコード・サイズで構成された

共有 

 リカバリ：レコード・サイズ128KBで構成され、REDOログのコピー、データベースのバック

アップ・セット、およびその他のリカバリ情報を保存するように圧縮された共有 

 非構造化：データベースに関連付けられた非構造化データを保存する、動的レコード・サイズの共

有 

任意のレプリケーション・モード（連続、スケジュール、オンデマンド）を完全なデータベース・

レプリケーションに使用できます。レプリケーション・ターゲットがバックアップ・システムに統

合される場合、データベースをバックアップ状態（Oracleホット・バックアップ・モードなど）に

し、ストレージベースのコピー・テクノロジーを使って有効なコピーを作成するためには、オンデ

マンド・レプリケーションが必要です。 

 

部分的なデータベース・レプリケーション 

管理者は、ネットワーク・トラフィックを最適化するよう、データベースを複数のプロジェクトに

分離できます。最初のプロジェクトには、REDOストリームや本番データファイルなどのレプリケー

トする必要のあるファイルが含まれ、他のプロジェクトには、一時ファイルや読み込み専用ファイ

ルが含まれます。 

リモート・サイトでのリカバリ処理時に、一時ファイルを再作成する必要があり、読み込み専用デー

タを代替の場所から参照できる必要があります。サンプルの部分データベース環境には、レプリケー

トされるプロジェクトとレプリケートされないプロジェクトの2つのプロジェクトを作成できます。 

レプリケートされるプロジェクトを次のように構成できます。 

 REDOログ：オンラインREDOログと制御ファイルを保存する、レコード・サイズ128KBの共有 

 データファイル：データベース・データファイルを保存する、データベース・ブロック・

サイズと一致するレコード・サイズで構成された共有 

 インデックス：データベース・インデックス・ファイルを保存する、インデックス・ブロッ
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ク・サイズと一致するレコード・サイズで構成された共有 

レプリケートされないプロジェクトを次のように構成できます。 

 Temp(一時)：データベース・ソート領域ページ・サイズと一致するレコード・サイズで構成され

た共有 

 リカバリ：レコード・サイズ128kバイトで構成され、REDOログのコピー、データベースの

バックアップ・セット、およびその他のリカバリ情報を保存するように圧縮された共有 

 読み込み専用：読み込み専用データベースのブロック・サイズと一致するように構成され

た共有 

完全なデータベース・レプリケーションと同様に、任意のレプリケーション・モード（連続、スケ

ジュール、オンデマンド）を使用できます。レプリケーション・ターゲットがバックアップ・シス

テムに統合される場合、データベースをバックアップ状態（Oracleホット・バックアップ・モード

など）にし、ストレージベースのコピー・テクノロジーを使って有効なコピーを作成するためには、

オンデマンド・レプリケーションが必要です。 

 

ログのみのレプリケーション 

ログのみのレプリケーションは、ネットワーク帯域幅を低減する必要がある場合に役立ちます。こ

のアーキテクチャでは、ログ・ファイルはレプリケーションを使って送信され、プライマリ・サイ

トで停止が発生した後でデータベースに適用されます。ログのみのレプリケーションをOracleデー

タベースに対して実行するには、オンラインREDOログが保存されている共有のみレプリケートしま

す。 

REDOログ共有にはオンラインREDOログのコピーが含まれ、このREDOログ共有は連続レプリケーション

によって保持されます。アーカイブされたREDO共有にはオンラインREDOログのコピーが含まれ、オン

デマンド・レプリケーションを使って保持されるため、アーカイブされたログ・ストリームをリモー

ト・サイトのデータベースへ定期的に適用できます。データファイル共有には、データベースに関連

付けられたすべてのデータファイルが含まれます。また、このプロジェクトはレプリケートされませ

ん。オンラインおよびアーカイブされたREDOログ・ストリームのレプリケートされたコピーを適用す

ることで、リモート・コピーをこれ以降、適時適用するための変更が行われるためです。 

 

ビジネス・アプリケーションとミドルウェア 

Oracle ZFS Storage Applianceシステムに情報を保存して内容をターゲット・システムにレプリケー

トすると、メタデータ、構成情報、および非構造化されたビジネス・アプリケーション・データを

保護できます。異なるアプリケーションのデータとの間でデータの一貫性を保持する必要がある場

合に、同じプロジェクト内の複数の異なる共有にさまざまなアプリケーション・データを保存でき

ます。このモデルでは、フェデレーテッド・システムの一貫性のあるイメージをリモート・サイト

に保持できます。特定の実装要件に応じて、連続レプリケーション、スケジュール・レプリケーショ

ン、およびオンデマンド・レプリケーションを使用できます。 

 

仮想化環境の集約 

仮想化環境インフラストラクチャを保護することは非常に重要です。仮想ディスク・イメージ（VMDK）

ファイルは、仮想化環境のもっとも重要な部分を形成します。ディスク・イメージは、iSCSI LUNま

たはNFSのファイルに保存されます。レプリケーション用に、関連するディスク・イメージを1つの

プロジェクトに配置することを推奨します。これにより、数多くのプロジェクトを作成してレプリ

ケートできます。 
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VMDKをホストするVMFS3ファイル・システムをiSCSI LUNに作成するか、または、RAWデバイス・マッ

ピング（RDM）を使用してiSCSI LUNを仮想マシンに直接接続できます。 

さまざまなタイプの仮想マシンや、仮想ディスク・タイプのサブセットに対して、異なるレプリケー

ション・スケジュールを構成します（OS/ブートと本番データなど）。レプリケーションには、個別

のスケジュールでそれぞれレプリケートされる、複数のプロジェクトを構成します。 

連続レプリケーション・モードまたはスケジュール・レプリケーション・モードを構成できます。

イメージが休止状態になっている必要がある場合、仮想マシン・サーバーでスクリプトを使って手

動モードでイメージを休止させてから、レプリケーションを開始することを推奨します。 
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メール・サーバーの保護 

メール・サーバーはビジネス構成要素の重要な部分となっており、リモート・サイトへのバックアッ

プまたはレプリケーションを実行して保護する必要があります。プライマリ・サイトに問題が発生

した場合、メール・サーバーをターゲット・サイトにフェイルオーバーして停止時間を回避できま

す。Microsoft Exchange Serverでは、データベース・コンポーネントとログ・コンポーネントが使

用されています。また、これらのファイルをホストするには、iSCSI LUNのみサポートされています。 

完全レプリケーションを実行するためには、ログとデータベース・ファイルを同じプロジェクトに

保存し、いずれかのモードを使ってレプリケートします。Microsoftでは、保護を強化するため、ロ

グとデータベース・ファイルを別々の物理ドライブに分けることを推奨しています。ただし、Oracle 

ZFS Storage Applianceシステムにミラー化されたストレージ・プールを配置すると、この保護の問

題が軽減され、パフォーマンスも向上します。 

 

ディザスタ・リカバリ・ソリューションのまとめ - アーキテクチャ例 

以下の図は、企業のディザスタ・リカバリ設定のシナリオ例を示しています。 

 
図9.企業のレプリケーション設定 

 

ソース・サイトの構成 

このアーキテクチャ例では、さまざまなアプリケーション・ニーズに対応する分散型のOracle ZFS 

Storage Applianceシステムが企業全体に導入されています。これらの個々のストレージ・システム

では、さまざまなタイプのアプリケーション使用が含まれた、多数のプロジェクトをホストしてい

ます。これらすべてのサイトの重要なデータすべてが、ハイエンドのOracle ZFS Storage Appliance

システムにレプリケートされます。各サイトのOracle ZFS Storage Applianceで、レプリケーショ

ン・モード、サイズ、およびI/Oアクセス・パターンが異なります。 

ミッドレンジのOracle ZFS Storage ApplianceシステムがiSCSI経由でMicrosoft Exchangeメール・

サーバーのストレージとして使用され、VMware ESXディスクがNFSおよびiSCSI経由で使用されてい

ます。バックアップの目的で毎晩レプリケートするように、スケジュール・レプリケーションが
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Microsoft Exchangeメール・サーバーにセットアップされています。4時間ごとにレプリケートする

ように、仮想化ストレージのプロジェクトがスケジュールされています。 

ローエンドのOracle ZFS Storage Applianceシステムが、インフラストラクチャのアプリケーショ

ン・レイヤーのリポジトリとして使用されています。それほど多くのストレージは必要ありません。

手動レプリケーションがセットアップされており、いずれかのコンポーネントが変更されるとトリ

ガーされます。 

ハイエンドのOracle ZFS Storage Applianceシステムが、いくつかのデータベースのストレージと

して使用されています。本番用の重要なオンライン・トランザクション処理（OLTP）システムには、

完全なデータベース・レプリケーションが連続モードでセットアップされており、その他のバック

オフィス・データベースには、スケジュール・レプリケーションがセットアップされています。ター

ゲット・サイトが、すべてのデータベース・フェイルオーバーのDRサイトとしてセットアップされ

ています。 

これらすべてのシステムに、ターゲット・サイトへの専用ギガビットEthernetインフラストラクチャ

が装備されています。 

 

ターゲット・サイトの構成 

この例では、ターゲット・サイトはさまざまな目的に使用されています。 

 すべてのアプリケーションのDRサイトとして使用 

 テスト/開発/レポートとして使用 

 バックアップに使用 

ハイエンドのOracle ZFS Storage Applianceシステムが、ワークロードを処理して高可用性機能を実行す

るように構成されています。ヘッドのクラスタ・ノードが、Oracle ZFS Storage Applianceのミッドレン

ジ・システムとローエンド・システムからデータベース・コンポーネントとアプリケーション・コンポー

ネントを受け取るように構成されています。2番目のヘッドは、Oracle ZFS Storage Applianceミッドレン

ジ・システムからメール・サーバー・コンポーネントとVMwareコンポーネントを受け取るターゲットになっ

ています。クラスタの各ヘッドは、すべてのアプリケーションのDRターゲットとしても使用されています。 

 

ターゲットのバックアップ 

2つのバックアップ・サーバーがターゲットに使用されています。一方のバックアップ・サーバーで

は、"ローカル"モードを使ってバックオフィス・データベースのNDMPバックアップが実行されます。 

もう一方のバックアップ・サーバーは増分バックアップに使用されており、NDMP以外のバックアッ

プがいくつか実行されます。テープ・ライブラリがバックアップ・メディア・サーバーに接続され

ています。Microsoft Exchange、VMwareディスク、およびOLTPデータベース本番システムのレプリ

カがクローニングされます。メール・サーバーのiSCSIレプリカが完全バックアップとしてバック

アップされます。その後で、これらすべてのクローンで完全バックアップと増分バックアップの組

合せが開始されます。OLTPデータベースのレプリカが開始されて、クラッシュ・リカバリが実行さ

れます。Oracle Recovery Manager（Oracle RMAN）を使用してバックアップが実行されます。 

いずれのバックアップ設定でも、レプリカは破棄されません。 

 

ターゲット・サイトでのテストとレポート 

このサイトは、テストやレポート等、さまざまな目的で使用されています。データベース・レプリ

カでは、データベースをクローニングし、レポートとバックアップを実行するために開きます。ア
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プリケーション開発やQAテストを、データベースのレプリカで実行できます。テストの実行中に、

前の状態にすばやく戻せるように、スナップショットはクローニングされたレプリカから作成され

ます。 

 

ターゲットへのフェイルオーバー 

すべてのアプリケーションをターゲット・サイトにフェイルオーバーできます。アプリケーション

のタイプやソース・サイトで発生した障害のタイプに応じて、本番環境のフェイルオーバーまたは

ロール・リバーサルを実行できます。 

 

ターゲットに関する考慮事項 

ターゲット・サイトをテスト、レポート、QA、バックアップ、およびフェイルオーバー用として検

討する場合、次のような項目を特定して計画する必要があります。 

 すべてのデータを保持するための容量要件 

 ストレージの階層化とアーカイブの要件 

 ストレージ・プロファイル（ミラーまたはRAIDZ-DPを推奨） 

 ファイルオーバー・アプリケーションのSLA 

 すべての同時レプリケーション更新を処理するための、ネットワーク帯域幅 
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リモート・レプリケーションの機能と利点 

Oracle ZFS Storage Applianceのリモート・レプリケーション機能には、以下の特徴があります。 

 レプリケーションは、すべてのOracle ZFS Storageプラットフォームおよびすべてのスト

レージ・プロファイルでサポートされます 

 レプリケーションをプロジェクト・レベルまたは共有レベルで実行できます 

 専用リンクは不要です。任意のネットワークをレプリケーションに使用できます。ただし、

より複雑な環境では、予測可能な保証済み帯域幅をレプリケーション・サービスに使う必

要があるため、レプリケーション用に独立したサブネット/ネットワークを使用することを

強く推奨します 

 自動調整圧縮と適応型マルチスレッディング機能は、レプリケーション・ルールに対して

デフォルトで有効化されているため、レプリケーション・ネットワーク帯域幅の使用率が

向上します。これは、WANタイプの低速なレプリケーション・ネットワークで特に重要です。

レプリケートされるデータを圧縮してもレプリケーション・パフォーマンスがまったく向

上しないことが判明した場合、この機能は任意で無効化できます 

 暗号化がデータ保護のオプション機能となっており、パフォーマンスが重要となる場合は

暗号化を無効にできます 

 ソースの同じプロジェクトを1つまたは複数のターゲットにさまざまなスケジュールでレ

プリケートできます 

 ターゲット・サイトを迅速かつ効率的に最新の状態にするために、変更のみレプリケート

されます（初回レプリケーション時を除く） 

 管理者は、レプリケーション・モードを柔軟に変更できます 

 ターゲット・サイトのレプリカをさまざまな目的に使用できるため、ソース・サイトのパ

フォーマンス負荷が軽減されます 

 共有のスナップショットの作成を含め、レプリカのクローンは他のプロジェクトとして処

理されるため、QAやテスト目的に柔軟に利用できます 

 シングル・クリックの効率的なリバース・レプリケーションを使用してプロジェクトのソー

スとターゲットのロールを反転させることができるため、DRを迅速に実行できます 
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リモート・レプリケーションの使用に関する考慮事項 

 同期モードはサポートされていないため、データ損失ゼロの要件には対応できません。た

だし、代わりに連続レプリケーション・モードを使用すると、障害発生時にデータ損失が

最小限に抑えられます 

 書き込み順序と書き込み一貫性は、レプリケートされるコンポーネントのレベルで確保さ

れます。レプリケーションが共有レベルで設定されている場合、その共有内に書き込み順

序が保持されます。ただし、複数の共有をレプリケートする場合、書き込み順序はすべて

の共有では保持されません。レプリケーションをプロジェクト・レベルで実行する場合、

プロジェクト内のすべての共有のターゲットで書き込み順序が保持されます。書き込み順

序はすべてのプロジェクトでは保持されません。詳しくは、特定のモデルのOracle ZFS 

Storage Appliance の 管 理 ガ イ ド

（ http://www.oracle.com/technetwork/documentation/oracle-unified-ss-193371.html）

を参照してください 

 レプリケーション・モードを判断する際、RTO、RPO、SLAなどのビジネス・プロセスを考慮

する必要があります。変更率、レイテンシ、帯域幅、およびレプリケートされるプロジェ

クトの数のすべてが、プロセスに関する意思決定に影響します 

 レプリケーションが確立されると、ターゲット・サイトの領域要件は検証されません。レ

プリケーションを開始する前に、レプリカを受け取るのに十分なストレージ領域がター

ゲット・サイトにあることを確認する必要があります 

  

http://www.oracle.com/technetwork/documentation/oracle-unified-ss-193371.html
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結論 

このホワイト・ペーパーでは、Oracle ZFS Storage Applianceシステムを使用したリモート・レプ

リケーションの計画と実装に関する考慮事項について説明しました。システム・プランナーがオフ

サイトのデータ保護を簡素化できるように、アーキテクチャ例と各種オプションについて説明しま

した。管理者は、これらのガイドラインを使用して、リモート・レプリケーションを特定のストレー

ジ環境に合わせて適用できます。 
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